
 
 

 

 

 

 

 

 

 

校種・学年 中学校・１学年 教科等 理科 

単元名 物質のすがた（水溶液） 

単元の目標 

 この単元では、身の回りの物質について、問題を見いだし見通しをもって観

察、実験などを行うことを通して、身の回りの物質の性質や変化に着目しなが

ら物質の性質や状態変化における規則性を見いだして表現するなど、科学的に

探究することを主なねらいとしている。その際、水へ溶けた物質について粒子

モデルを用いて考えさせることで、物質が水に溶ける様子を微視的に捉えさせ

るとともに、溶液の温度を下げたり、溶媒を蒸発させたりする実験を通して、

溶液から溶質を取り出すことができることを溶解度と関連付けて理解させる。 

本時のねらい 

・溶液から溶質を取り出す際に、溶液の温度や溶質の量を変化させるなど目的 

 に合った実験計画を考えて観察、実験を行い、その結果を溶解度やこれまで 

 の既習内容と関連付けて理解させる。 

・再結晶は純粋な物質を取り出す方法の一つであることを理解させるとともに、 

 物質の性質における規則性や原理が日常生活に活用されていることに気付か 

 せる。 

本時の 

評価規準 

 溶液から溶質（塩化アンモニウム）を取り出す際に、雪が降るように上から

析出させる方法について、観察、実験の結果と溶解度やこれまでの既習内容を

関連付けて表現している。【思考・判断・表現】（記述分析） 

 

事例の概要（見どころ） 

・水溶液は生徒にとって身近な題材ですが、一度溶かした溶質を再び取り出す再結晶は、あまり

馴染みのない現象です。そこで、本単元のはじめに再結晶の現象を生かしたストームグラス*

を紹介することで、その不思議や仕組みに興味をもたせ、探究活動をより意欲的なものにして

います。 

・本時の授業では、これまで生徒が扱ったことのない未知の物質（塩化アンモニウム）で再結晶

の実験を行います。課題設定の場面において、塩化アンモニウムを溶かした水溶液から、まる

で雪が降っているかのように上から結晶が析出する現象を提示することで、生徒が当たり前だ

と思っている考えとの「ずれ」や「隔たり」を感じさせ、生徒が必要感をもって課題を解決し

ようとする意欲を高めています。 

・生徒は未知の事物・現象に対し、自ら立てた実験計画で仮説通りの結晶が出現するかどうか、

観察、実験を通して確かめます。その際、実験計画や実験方法を見直す時間を意図的に設定し、

試行錯誤を繰り返しながら理解を深めていきます。 

*：複数の物質を溶かした溶液をガラス管に詰めたもので、気象条件に応じて溶液の状態が変化することで天気を予測する道具。 
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P・I・A シート 
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 実践事例～ 

中学校 理科 編 ① 概要 

P･I･Aとは、 
Proactive（主体的な）、Interactive（対話的な）、Authentic（本物の）

Learning（学び）〔文部科学省パンフレットより 2021.3 発行〕の頭文字

をとったもので、「主体的・対話的で深い学び」を英語で表現したもの。 

その他の P・I・A シートはこちら ↑ 

https://www.pref.saitama.lg.jp/g2201/gakkou/pia.html









